













の『毎日電報』という新聞は、 『大阪毎日新聞』が東京進出のため三十九年に東京の『電報新聞』を買収した新聞であったが、当初の目的に副わない結果となり、四十四年には『東京日日新聞』 合併して消滅した、短い寿命の である。発行部数など詳し ことは不明であるが、成果が上がらない で合併されたのだから部数は少ないものと思われる。　『もう我々には、青年といふ心持が全くなくなつたね。 』という会話から小説が始まるスタイルは花袋の工夫の一つで、
『今晩嫁入があるツてな。 』という『生』の書き出しに類似するものである。その言葉を発する、東京から時々羽生の寺にやってく 服部清という男は花袋自身で、寺の所在地や名前もはっきりとは書かれないけれども、寺は羽生の建福寺、山崎雍之助が太田玉茗であるのは明らかであり、さらに作中の人物、た えば木下敏子は岡田美知代、馬橋は永代静雄などそれぞれの登場人物にはモデルがある。しかし後に詳述するように花袋は特定の固有名詞や場所、時間などを確定させ いで、一般的普遍的人物また 世の中の様態 て書いてい のであって、花袋 意図は特定の人間の記録を書くことではなく ある時代、 る階層の人々 普遍的様相を書くこ 、つまり個別相 表れる普遍性を書くことに
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どの自伝的小説も無論その系列に連なるので、 『生』 『妻』に続き男女の結びつきを主要な契機としながら、世の中の様態を花袋流の現象叙述を試みたものと言え 。 『妻』は『生』よりも広範囲に人間のつながりを描いたために広がりという点では大いに進化した観があるものの、母親の死を冷酷に写すといった深刻味は薄れ、さまざまな夫婦の様を時勢の変化とともに描 た の様相を呈した。
（３）
そこには花袋の一家一族が都市の中間層の比較的平凡な生活をしていたこ
と、自身も明治四十年ころから向島芸者の小利 知り合い、生涯に亘って愛玩の情ただならずといった執心を見せ わけだが それはやはり芸者と旦那 関係 出 で く、精神性や切迫性は乏しい。そこが藤村 『家』などと比較するとどうしても印象が弱い一つの原因だろう。芸者と 関係で言えば、藤村の甥慎夫、 『家』 橋本正太は小金という芸者に入れ揚げた揚句、破産して病死する。その前に木曽福島の家の下女や従妹らにも淫欲を持つ荒淫破産者型の人物である。藤村の三兄友弥、作中の宗蔵は性病による廃疾の身 あ ながら嫂にまで邪心を持つし、牛 ように反芻する様が描かれ 奇形者であった。また三吉も妻の留守中に姪の手を握る失態に狼狽する不徳義漢である。父親も異母妹と暗い関係があり、性病に冒されていたことが作中にあり、姉 お種 病もまた夫からうつされた性病によるも だった。このように藤村の場合は家系が人間の暗部を具現していたのだが、花袋にはそこまで深刻な家系の暗さはなかった。花袋は小利に注ぎ込んで破滅したわけで なく、里さ 夫婦 多少 煩悶や葛藤はあったにしても、藤村夫婦の
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ば定つて居るの 。平凡な中の不思議、不思議の中の平凡、さう言つたやうな深い細かい処があるねぇ。自然はちやんと其行先を見せて置いて、そして刹那の上では、人間に見すかされないところがある。 』と弁じる。このようなやりとりは花袋が時折見せるもので、宗教じみて達観したようでいて実はそれほどでも い。花袋の宗教的境地 よい意味での見せかけで、内部は文学者 情熱が満ちていたように思 。さらに山崎が敏子に対する清の好意なども結局 何もらなかった 言うと、清 『しかし影響されざる影響
─
何と言つて好いかな、縁と言つて好いかな、運命と言つて好
いかな、さうしたものが間接に働いて居ることは事実だねえ。人間と言ふもの 糸から糸を引張り出して、それが段々結んで解けなくなるやうなところがある 』と言い、山崎は『矢張仏 言ふ煩悩の一つから、因縁が起つて来るんだねえ。 』と応じる。岡田美知代 田山美知代になり らに永代美知代 なった経緯 縁と か え 不思議な巡り合わせがある。また その奇妙な師弟関係 花袋文学を展開させ、明治文学史変転 動力 もなった とは奇しき因縁であった。　
さて小説の冒頭に戻れば、始まりの一節は服部清が旧友山崎雍之助の寺を訪ねた叙述である。清は自分たちの心境の





















また新聞初出では右の引用の「兄も死んだ」の後に「親しい友も死んだ。 」の文があり、十一月に博文館から刊行された単行本で削除された。 「叔父」が誰を指すのかも未詳である。小説冒頭が明治四十年なのか四十一年なのかという問題で、宮内俊介は「リアリズムを旨とする花袋にとって、 （中略）これは（小説の経過時間四年間が末尾の時期とずれること、引用者注） 、この年立て設定の大きな難点 なる。 」と述べて、小林一郎ら 諸説を比較して論じている。
（６）
そし













名前の手紙が来て、誰だろう思 て開くと、東京下町で「てるといふ名でひろめ した」館林の芸者小照だ た その女の出自について「東京の下町の何不足ない商人の家に生れ 娘の時代を零落 運命に遭つた不仕合せ 女」であ
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なると沼の向うの山になつたところにある出店にも出張で酌婦をした。 「小照は町の外れの弁天祠の 処から小さい田舟に乗つていつも出掛けた。 」という。無論小利は館林 経験 ないのでこれは花袋 仮構で、城沼で遊んだ光景を当て嵌めた である。しかし単 点景人物のように適当に書い わけではない。次の一節を見よう。
　
一二年の間に此町にも少なからぬ変遷があつた。利根川の手前でつかへて居た鉄道は、鉄橋が出来上がつてやが
























いうように料理もお粗末であった。また、お産の当日もお三輪が手伝いに来て見 と、 「産室に居るお三輪を山田が座敷で呼ぶので、暫らくして行つて見ると、口の欠けた土瓶に番茶が淹れてあつて、茶湯台 上には、食麺麭がごろ
く
転がつて居た。 」という有様で、お三輪は飯を炊こうとしたが、 「飯櫃には一度炊く位の米しか残つて なかつた。 」のである。　
後に永代美知代がこうした叙述も含めて、花袋に反噬を試みたことはよく知られるが、ここでもモデルの側から見た
















































































女の赤ん坊が清と敏子と馬橋の三人の縁を辛うじて体現する最後の砦のように思われたからではなかったか。養女の産んだ赤ん坊という以上の、コンテクスト 塊のよ な存在。しかしそれも文学的パスペクティブに立てばそう思えるのであって、そこを離れれば羽生の建福寺に養われる小さ 命に過ぎないわけであった。

























11）岡田美知代「 『蒲団』について」 （署名は「蒲団のヒロイン横山よし子」 新潮』明治
40・
10、引用は注に同じ）参照。
（
12）岩永胖『
自然主義文学における
虚構の可能性』 （桜楓社、昭和
43）参照。
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